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新企画・阪急阪神沿線の市民団体との協働プログラム 

「阪急阪神 ええまちつくり隊」を初開催します！ 
   ～ 市民団体の「広報活動」を全面的にバックアップ ～ 

 

 阪急阪神ホールディングスグループが進める社会貢献活動  
「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト（以下、ゆめ・ 
まちプロジェクト）」では、本年３月から、新プログラム 
「阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５」を開始します。 

  阪急阪神沿線の市民団体と協働して阪急阪神沿線でボラン 
ティア体験や社会課題を啓発する８つのプログラムを選定し、 
そこに参加するファミリーやアクティブシニアなど４００名 
を募集します。 

 
  今回は、児童虐待の防止につながる啓発セミナーや六甲山系に残る貴重な草原を保全するボランティア 
体験、西宮の浜の景観保全につなげるワークショップなど、幅広いプログラムを「阪急阪神 ええまちつ 
くり隊」として選定。従来行ってきた助成金にとどまらず、プログラムの「広報活動」も含めて支援しま 
す（別紙もご参照ください）。 

 
  市民団体においては、資金や人手だけでなく、いわゆる「広報力」も不足しがちで、そのポテンシャル 
を活かし切れていないところが多くあります。「ゆめ・まちプロジェクト」では、資金面だけでなく沿線情 
報誌活用や鉄道駅における市民団体活動の紹介などを通じ、「広報」面においても市民団体を全面的にバッ 
クアップ。市民活動の活性化、ひいては沿線の価値向上につなげます。 

 
  これまでも「ゆめ・まちプロジェクト」では、阪急阪神沿線のまちが「未来にわたり住みたいまち」と 

なるよう活動を行ってきました。今回、沿線で同じ志のもとに活動する市民団体と「共創」することによ 

って、沿線全体で「いいまちをつくりたい」という気運を高めてまいります。 

 「阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５」の詳細は次ページのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

こどもの視野を体験し、こどもを守る視点 
につなげるワークショップ 

浜で思いきり遊び、浜の良さを体験する 
ことで、昔ながらの浜の景観を守る動きへ 

草原面積の縮小を食い止め、ススキ 
などの草原植物が生息する環境を守る 



【「阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５」について】 
 

１．名  称  阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５ 
 

２．実施期間  ２０１５年３月１９日（木）～４月１８日（土） 
 

３．プログラム 阪急阪神沿線でボランティア体験や社会課題を啓発する８つのプログラム（開催日順） 

 プログラム名 主催市民団体 団体概要 開催日 募集人数 

１ 日本料理の職人が伝授する 

「本物のダシと素材」試食会 

ＮＰＯ法人アレル 

ギーネットワーク京

都ぴいちゃんねっと 

アレルギー児童のい

る家庭支援 
3/19（木） 

30名 

（大人のみ） 

２ 自然の恵みやエネルギーを 

体感しよう！ 

認定ＮＰＯ法人 

きょうとグリーン 

ファンド 

自然エネルギーの 

普及・啓発 
3/22（日） 

30名 

（親子） 

３ 箕面の山で自然探検！ 

５つのミッションを遂行せよ 

箕面の山パトロール

隊 

山林への不法投棄の

防止・啓発 
3/29（日） 

160名 

（親子） 

４ アジサイ植樹ボランティアと 

西山古道ミニハイキング 

ＮＰＯ法人京おとく

に・街おこしネット

ワーク 

長岡京市を中心と 

した街おこし 
3/31（火） 

20名 

（大人のみ） 

５ なるほど!!体感こどもの視点＆

親子で楽しむウクレレライブ 

ＮＰＯ法人ＣＡＰセ

ンター･ＪＡＰＡＮ 

こどもへの暴力 

防止・啓発 
4/3（金） 

50名 

（大人） 

６ 凧・しゃぼん玉・紙飛行機ワー

クショップ＆親子クルージング 

ＮＰＯ法人チーム 

御前浜・香櫨園浜 

里浜づくり 

昔ながらの浜の景観

の復活・活用 
4/5（日） 

50名 

（親子） 

７ 
桜の園「亦楽山荘」自然・歴史

ガイドウォークと森林整備ボラ

ンティア 

櫻守の会 
桜で有名な里山公園

の森林保全 
4/11（土） 

20名 

（大人のみ） 

８ 
六甲山系「東お多福山」草原 

管理ボランティアとジャンベ 

ライブ 

東お多福山草原 

保全・再生研究会 

六甲山系の貴重な 

草原の保全 
4/18（土） 

40名 

（中学生※1 以上） 

 
                                       ※１：プログラム実施日の時点 

４．募集人数  ４００名 ※応募者多数の場合は抽選               
 

５．料  金  参加無料 
 

６．応募方法 

     下記の「阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５」ホームページから受け付けます。 

      http://holdings.hankyu-hanshin.co.jp/yume-machi/eemachi.html 
※応募期間 ２０１５年１月２３日（金）～２月２３日（月） 

 
７．実施体制 

     主催：各プログラム実施の市民団体 
協力：阪急阪神ホールディングス株式会社（運営事務局）、社会福祉法人大阪ボランティア協会、 

関西テレビ放送株式会社、株式会社阪神コンテンツリンク 
 
  ８．お客様からのお問合せ先 

阪急阪神 未来のゆめ･まちプロジェクト事務局 

（阪急阪神ホールディングス株式会社 人事総務室 総務部 社会貢献担当） 

℡：０６－６３７３－５０８６（月～金、９時～１７時） 
 
 【添付資料】「阪急阪神 ええまちつくり隊２０１５」参加者募集チラシ、別紙１未来にわたり住みたいま

ちづくりに向けて「阪急阪神ええまちつくり隊」にかける広報隊長の想い、別紙２未来にわ

たり住みたいまちづくりに向けた「阪急阪神ゆめまちプロジェクト」について 

【ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ配布先】青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ、関西レジャー記者クラブ 

 



 別紙１  

未来にわたり住みたいまちづくりに向けて 

～「阪急阪神 ええまちつくり隊」にかける広報隊長の想い～ 

 

■ええまちつくり隊 プロジェクトリーダー「広報隊長」 

  相良 有希子（さがら・ゆきこ） 

  阪急阪神ホールディングス 人事総務室 総務部 課長（社会貢献担当） 

 

  私たちは、阪急阪神沿線のまちをより「住みたいまち」とするため、沿線の 

市民団体と協働で、まちの活性化に努めています。 

  沿線のまちが「未来にわたり住みたいまち」となるには、当社グループだけでは 

難しく、沿線の住民の皆さまや、行政、他企業など、さまざまな方々と協働して 

いくことが大切です。これまでも、ゆめ・まち基金※を通じて市民団体への助成を行い、その団体の活動を沿線

情報誌などでご紹介していたのですが、読者の方々からの反響が思ったよりも大きく、この方法を何らかの形

で活用できないかと考えていました。そんな折、ゆめ・まち基金をご縁に出会った市民団体の方々から資金面、

人手面だけでなく、広報活動面でも苦労されているというお話しを聞き、「広報活動であれば、グループの交

通媒体の活用などで私たちが直接お手伝いできる、市民団体の活動をもっと多くの方に知ってもらえる」と思

い至り、これが「ええまちつくり隊」のきっかけになりました。 

  これからは、資金面だけでなく「広報」という実際の活動を一緒にお手伝いすることによって、市民団体の

活性化に努めていきたい。そして、沿線の市民団体の皆さまと一緒に「未来にわたり住みたいまち」づくりを

追求していきたいと考えています。 

 

■特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター 代表理事 

 社会福祉法人 大阪ボランティア協会 常務理事 早瀬 昇（はやせ・のぼる）氏 

 

  市民団体は、資金、人手、広報力が不足するなか、社会を変える熱い思いだけは誰に 

も負けず、日々の活動を続けています。私は、ゆめ・まちプロジェクトが進めている市 

民団体との協働は、単なる資金面の支援を越え、市民団体にさまざまな可能性を与えて 

くれる取り組みだと高く評価しています。特に、広報については、私達の日々の足である 

電車の駅で市民団体の活動が広く紹介されることで、団体の参加者層の拡大、信用力の向上など、多様な波及

効果が見込まれます。今回の取り組みは、市民団体の飛躍につながるものと大いに期待しています。 

 

【ご参考】（※）「阪急阪神 未来のゆめ･まち基金」について 

 ２００９年４月に「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」の一環として設立

した基金。当社グループ従業員のうち、希望者約１，１００人（２０１４年末現在）

が参加し、給与天引、現金振込等により募金を積み立てている。給与天引による従業

員の毎月の募金額は、「阪急阪神」にちなんで、一口８ ９
はんきゅう

円・上限８４
はんしん

口（現金振

込の場合は一口年額１，０００円）と、参加しやすい設定とし、従業員の自発的な社

会貢献活動への参加促進を図っている。 

 これまで、基金に集まった募金と同額を当社が上乗せし、５７の沿線の市民団体へ、

総額２，６３０万円の助成金支援を行っている。 

 

以 上 



 別紙２  

未来にわたり住みたいまちづくりに向けた 

「阪急阪神 未来のゆめ･まちプロジェクト」について 

  

 本プロジェクトは、当社グループが、事業戦略のひとつとして据える「梅田地区

をはじめとする沿線の価値向上」に社会貢献の分野で取り組むものです。 

 

１．考え方 

■方針 

阪急阪神沿線を中心に、わたしたち一人ひとりが関わる地域において、 

「未来にわたり住みたいまち」をつくることを目指す 

 ■重点領域 

「地域環境づくり」と「次世代の育成」 

  まちの環境を高める「地域環境づくり」と、未来のまちの担い手となる「次世代の育成」の両方に 

取り組むことで、「未来にわたり住みたいまち」づくりを効果的に進めます。 

 

２．制度体系  

 当社グループが保有する経営資源（各事業の現場・人材・ノウハウ）を活用しながら、地域社会や 

グループ従業員などのステークホルダーと協働して、以下の内容に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．展望  

  上記の取り組みを継続的に実施することにより、ステークホルダーとの関係を深めながら、「未来に 

わたり住みたいまち」づくりに貢献してゆきます。 

以 上 








